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中東情勢緊迫化に伴う石油製品の供給不足および 

経営への影響緊急調査 

 

 

 

≪調査目的≫ 

 現在の中東情勢の緊迫化に伴い、原油価格の高騰のみならず石油由来製品（ナフサ・プ

ラスチック・シンナー・医療用衛生用品等）の供給目詰まりによりどのような商材等が届

いていないか、会員企業においてどのような影響を及ぼしているか等を調査し要望活動や

支援施策に役立てるため。 

 

 

≪調査時期≫ 

2026年 5月 19日～6月 10日 ※緊急調査により通常調査よりも短期間で実施 

 

 

≪調査対象≫ 

会員企業 1,579社に対して、全会員発送 5月に緊急調査依頼。 

 

 

≪回収状況≫ 

 80社（回答率 5％） 
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【設問１】原材料・石油由来製品の調達状況 

     どのような製品の調達に支障が出ているか（８０社 フリー回答） 

     ※燃料の項目と原材料の項目を各事業所で選択してフリーに回答しているため 

      アンケート総数とは一致しません。 

 

 

（燃料） 

① 特に無し          １０ 

② 重油・軽油          ３ 

 

 

 （原材料・資材・消耗品） 

① 自動車関連         ２６（エンジンオイル、ウォッシャー液等） 

② その他           ２３（マスク、ラップ、容器類、洗剤、ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ等） 

③ 特に無し          ２１ 

④ シンナー          １５ 

⑤ ニトリル等ビニール手袋    ８ 

⑥ 塗料             ６ 

⑦ 塩ビ管            ５ 

⑧ プラスチック         ５ 

⑨ ゴミ・ポリ袋         ５ 

⑩ 包装資材           ４ 

⑪ ＰＣ関連           ４ 

⑫ エアコンダクト        ３ 

⑬ 油脂類            ２    

⑭ 接着剤            ２ 

⑮ セロテープ          ２ 

⑯ シーリング材         １ 
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【設問２】調達への影響度   ７８社回答 

 

 

 

【設問３】経営への影響（コスト・採算） ７８社回答 

 

 

 

11, 14%

12, 15%

18, 23%

37, 48%

２． 調達への影響度

入荷の目処が立たず、深刻な在庫不

足に陥っている

現時点では影響はない

価格は上がっているが、必要量は確

保できている

価格が大幅に上昇し、一部で欠品や

納期遅延が発生している

7, 9%

8, 10%

32, 41%

31, 40%

３． 経営への影響（コスト・採算）

十分に転嫁できている

全く転嫁できていない（採算が悪化し

ている）

ほとんど転嫁できていない

一部（半分程度）転嫁できている

-3- 



【設問４】事業継続への危機感   ８０社回答 

 

  ※その他（取引先の影響が大きければ事業継続に関わる。ポリ袋が入手できなくなれば 

   梱包が出来ないの事業が厳しくなる。 等） 

 

【設問５】具体的な対策の実施状況（複数回答） ８０社回答 

 

 

3, 3%

8, 10%

11, 14%

15, 19%

4, 5%

39, 49%

４． 事業継続への危機感（最悪のシナリオを想定）

廃業を検討せざるを得ない

その他

事業の縮小（一部部門の閉鎖など）を検

討せざるを得ない

1ヶ月程度は在庫や代替品で継続可能だ

が、それ以降は操業停止の恐れ

直ちに操業停止・営業休止に追い込まれ

る

多大な影響はあるが、事業継続は可能

4

6

10

11

13

27

27

0 5 10 15 20 25 30

その他

代替素材への切り替え（バイオプラスチック、紙製への変更な

ど）

在庫の積み増し（備蓄）

仕入先の多角化（海外依存を減らす、国内調達への切り替え）

徹底した省エネ・節電の実施

特になし（対策の打ちようがない）

価格改定（値上げ）の実施または交渉中

５．具体的な対策の実施状況
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【設問６】商工会議所・行政への要望（複数回答） ８０社回答 

 

 

 

 

【自由記述】（現場で起きている具体的な問題） 

・商品の高騰、商品の欠品には資金力が必要。会社の資金力が問われる 1年となります。 

・現時点では国内生産の材料が手に入りにくい。今後は海外の工場で生産している製品が

手に入りにくくなる。 

・資材不足で現場の進行遅れ。必要な資材が手にはいらない。改修工事が始まらない。 

・何ヶ月も前に見積もりして、予定していた工事が他地域の安価で工事する業者に変更さ

れた。仕事の取り合いが起きている。 

・アスファルト混合物の材料であるアスファルトの高騰により原価が高騰。公共材料単価

が従来のままなので、今後大きく影響が懸念されている。 

・義歯に使用する金属がかなり値上がりしています。 

・トラック輸送や重機には軽油が必須ですが、現状では昨年の給油実績を上限に給油制限

を受けています。これから公共工事の本格稼働を控えて不安視しています。 

1

6

7

23

31

36

38

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

経営相談： 事業転換やコスト削減に関する専門家派遣

マッチング： 会員企業間での資材融通や共同購入の仕組み

資金繰り支援： 制度融資の拡充、利子補給、返済猶予

情報提供： 代替品の調達ルート紹介、最新の市場動向

コスト補填： 燃料・光熱費の高騰分に対する直接的な補助金

国・県への要望： 備蓄放出の要請、減税措置（トリガー条項凍

結解除など

６．商工会議所・行政への要望
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・食品については農業の動向にも関係があり、収穫時の価格が気になる。 

・ナフサが６月末には枯渇するのでは?等のニュースも出始め、資材等の仕入れについては

さらに困難な状況になると予測しており、今後の企業活動において困難を極める事が予

測される。中小企業は非常に厳しい状況となるのでは? 

・田舎会社は、どこに行くにも全て車。ガソリン軽油が高騰すると厳しい。しかし、公共

交通機関での代替は不可能な状況です。また電気料金も上昇している事も心配事です。 

・資材の在庫は途切れてはいないものの、値上がり、納期大幅遅延、発注量の調整が顕著

になってきました。目途が見えないのが一番の懸念点です。 

・先月辺りからエアコン用配管カバーはどの販売会社にも在庫無し入荷は未定、社員曰く 

メーカーからこれ以上注文を受けないで欲しい と連絡があったそうです。こんな物が品

切れとは 長年この仕事を続けていますが初めての事です。 

・現状は在庫分でやりくりしているが厳しくなってきてる。同業他社からの問い合わせも

多くなっているが、作業が出来なくなってきている。メーカー仕入業者も現在発注停止

品番多発し、出荷再開の見通し立たず、値上げも大幅に行われると聞いている。今後

様々なものが入荷しない状況になりそう。 

・一部の部品が欠品する為に、完成ができない。原材料の供給を増やしてほしい。日本が

沈没する。国全体で節約行動が必要。 

・材料が手に入りにくくなり、仕入れ値段が高騰している 

・地方からの来店が減少。 

・希望通りに物が入ってこない。 

・物価上昇による買い控え、売上げ及び利益の減少。 

・残業や交替勤務がある職種の人手不足が深刻である。 
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【ご回答いただいた事業所の業種・従業員規模】 

         

 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 

5人以下 27 

6～20人 26 

21～50人 15 

51人以上 12 

計 80 

飲食 4 

運輸 2 

卸売 5 

建設 15 

小売 19 

サービス 19 

製造 14 

不動産 2 

計 80 
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